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遠別町長

　笹　川　洸　志

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
の
新
春
を
町
民
の
皆
様
と
共
に
健
康
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く

落
ち
着
い
て
き
て
い
る
状
況
と
な
り
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
も
自
粛
か
ら
解
放
さ
れ
、
通
常
の
生
活

に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、
夏
場
の
雨
不
足
に
よ
り
農
作
物
の
影
響
を
懸
念
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
収
穫
時
に
は
持
ち
直
し
、
全
体
的
に
例
年
並
み
の
収
量
と
な
り
ま
し
た
。
漁
業

に
お
い
て
も
、
ホ
タ
テ
稚
貝
の
出
荷
量
が
増
加
し
、
前
年
を
上
回
る
売
上
高
を
達
成
す
る
な
ど
、
産

業
に
お
い
て
は
活
況
を
呈
し
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
第
６
期
総
合
計
画
」
も
半
ば
を
経
過
し
、
残
さ
れ
た
期
間
で
着
実
に

計
画
を
遂
行
し
つ
つ
、
時
代
を
見
極
め
本
当
に
必
要
な
事
業
を
選
択
し
、「
孫
・
子
に
残
せ
る
遠
別
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
か
ら
は
町
立
診
療
所
の
建
設
に
着
手
し
、
町
民
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
、
医
療
体

制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
が
安
心
・
安
全
で
快
適
に
学
べ
る
よ
う
、
老

朽
化
し
た
遠
別
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
に
向
け
基
本
設
計
に
着
手
し
、
学
力
の
向
上
・
体
力
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
費
支
援
な
ど
子
ど
も
達
が
伸
び
伸
び
と
教
育
が
受
け
ら
れ
る
教
育
環
境
を

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
産
業
の
生
産
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
に
繋

げ
る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
し
つ
つ
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

空
き
家
対
策
に
も
取
組
み
、
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
が
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
春
を
皆
様
と
と
も
に
健
や
か
に
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
町
議
会
の
運
営
な
ら
び
に
活
動
に
対
し
、
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の
中
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

な
ど
に
よ
り
経
済
活
動
等
の
制
限
緩
和
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
共
存
を
模
索
し
、

昨
年
９
月
末
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
に
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り

行
い
な
が
ら
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
通
常
の
生
活
の
戻
り
つ
つ
あ
る
状
況
の
中
で
、
11
月
末

に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
い
う
新
た
な
変
異
株
の
発
生
に
よ
り
第
６
波
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
賛
否
両
論
の
中
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
若
い
世
代

の
日
本
選
手
が
大
活
躍
を
見
せ
、
日
本
中
に
歓
喜
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
真
鍋
淑

郎
氏
の
気
象
モ
デ
ル
開
発
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
の
明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
２
月
に
中
国
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
競
技
で
日
本
人
選
手
団
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
野
球
で
は
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

新
庄
監
督
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
注
目
さ
れ
、
大
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手
の
昨
年
以
上
の
活
躍
な

ど
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。

　
町
内
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
一
日
も
早
く
終
息
し
、
各
種
事
業
等
様
々

な
活
動
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
議
員
一
同
、
町
民
の
皆
様
の
声

を
行
政
に
届
け
、
行
政
部
局
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
遠
別
町
発
展
の
た
め
一
層
の
努
力
を
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、今
年
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

遠別町議会議長

　西　畑　広　男
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第
47
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
！

　
12
月
５
日
、
２
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
る
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
小
学
校

体
育
館
の
二
会
場
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
Ａ
ク
ラ
ス
か
ら
７
チ
ー
ム
、Ｂ
ク

ラ
ス
か
ら
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

出
場
し
た
各
町
内
会
の
選
手
た
ち

は
優
勝
を
目
指
し
、
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
激
戦
を
制
し
、
優
勝
に
輝
い
た

の
は
、
両
ク
ラ
ス
共
に
５
区
・
文

光
町
合
同
チ
ー
ム
と
な
り
、
遠
別

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
賞
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
防
止
啓
発
活
動
実
施
！

　
12
月
14
日
、
町
内
の
飲
食
店
や

旅
館
に
お
い
て
、
町
交
通
指
導
員
、

町
交
通
安
全
協
会
、
遠
別
駐
在
所

に
よ
る
飲
酒
運
転
防
止
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
年
末
の
忘
年
会

シ
ー
ズ
ン
に
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
強
く

呼
び
か
け
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
の
根
絶
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
訪
問
し
た
飲
食
店
、
旅
館
に
ス

テ
ッ
カ
ー
や
マ
ス
ク
な
ど
の
啓
発

グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
、
飲
酒
運
転
根

絶
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会 

あ
ん
こ
も
ち
配
布

　
12
月
17
日
、な
ご
ー
み
に
お
い
て
、

町
社
会
福
祉
協
議
会 

生
活
保
健
部

会
か
ら
町
内
の
方
々
に
あ
ん
こ
も

ち
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
感
染
症
対
策
の
た
め

「
も
ち
つ
き
交
流
会
」
を
中
止
と
し
、

生
活
保
健
部
会
が
一
つ
一
つ
手
作

り
し
た
も
の
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
き
な
あ
ん
こ
も
ち
２
個
入
り

で
１
０
０
パ
ッ
ク
用
意
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
に
大
変
好

評
で
、
配
布
開
始
か
ら
１
時
間
程

度
で
完
配
と
な
り
ま
し
た
。

遠
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
園
児
に
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
12
月
23
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
き
ら

り
に
お
い
て
、
遠
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
萩
谷 

泰
夫 

会
長
）
か
ら
袋

い
っ
ぱ
い
の
お
菓
子
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
餅
つ
き
が

中
止
と
な
っ
た
た
め
、
園
児
た
ち

に
グ
ミ
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
キ
ャ

ン
デ
ィ
な
ど
の
お
菓
子
を
贈
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
人
一
人
お
菓
子
を
受
け
取
り
、

遊
び
に
来
て
い
た
モ
モ
ち
ん
と
笑

顔
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
。
た
く
さ
ん
の

お
菓
子
と
か
わ
い
い
モ
モ
ち
ん
に

園
児
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
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ウイエペツ俳句会　当季雑詠・新年句ウイエペツ俳句会　当季雑詠・新年句

き
ら
り
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
12
月
24
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
き
ら

り
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
か
わ
い
く
装
飾
さ

れ
た
と
ん
が
り
帽
子
を
か
ぶ
り
、
ワ

ク
ワ
ク
し
た
様
子
で
大
き
な
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
を
囲
み
ま
し
た
。

　「
サ
ン
タ
さ
ー
ん
！
」
と
大
き
な

声
で
呼
び
か
け
る
と
真
っ
赤
な
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
に
身
を
包
ん
だ
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
と
大
き
な
そ
り
を
引
い
た
ト

ナ
カ
イ
が
登
場
。一人一人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
園
児
た
ち
か
ら
サ
ン
タ

さ
ん
に
お
礼
と
し
て
歌
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

る
も
い
農
業
協
同
組
合 

町
へ
鏡
餅
贈
呈

　
12
月
27
日
、
る
も
い
農
業
協
同

組
合
（
代
表
理
事
組
合
長 

長
谷
川 

裕
昭
）
様
か
ら
鏡
餅
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

　
豊
作
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
て
い

る
鏡
餅
の
贈
呈
は
、
毎
年
の
恒
例

行
事
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
も
10

㎏
を
超
え
る
大
き
な
鏡
餅
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
鏡
餅
は
、

新
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
役
場
庁

舎
１
階
ロ
ビ
ー
に

て
お
供
え
し
ま
す
。

成
人
の 

皇
女
ゆ
か
し 

初
明
り

墨
文
字
の 

跳
ね
し
絵
手
紙 

明
け
の
春

家
　
入
　
麗
　
子

ペ
ン
ギ
ン
の 

足
音
か
し
や
か
し
や 

初
景
色

冬
晴
や 

校
舎
を
染
め
る 

茜
色

加
　
藤
　
数
　
子

ひ
め   

み
こあ   

お
と

せ

　

 

す
じ

は  

や  

り

が
ら

お
お 

あ
し
た

た
の

老
僧
の 

背
筋
び
し
り
と 

初
読
経

お
年
玉 

袋
は
流
行
の 

ア
ニ
メ
柄

国
　
谷
　
ミ
ツ
ヱ

恵
ま
れ
し 

ひ
と
日
の
目
覚
め 

大
旦

成
人
式 

賴
も
し
く
あ
り 

寂
し
く
も

別
　
段
　
典
　
代
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～新成人の皆さんへ～　20 歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなっ

たときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。

　国民年金は２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務付けられており、２０歳

になると日本年金機構から国民年金加入のお知らせが届きます。

◆老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年

金もあります。障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取

れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者により

生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れ

ます。

○国民年金の保険料
　国民年金第 1 号被保険者及び任意加入被保険者の 1 カ月当たりの保険料は 16,610 円です（令和３年度）。

○「前納割引制度」
　国民年金保険料をまとめて前払い（前納）すると、割引が適用されるのでおトクです。

○口座振替・クレジットカードでの支払い
　口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省け、納め忘れも防ぐこ

とができます。さらに、「早割（当月末納付）」や「前納」で納めると、保険料が割

引されます。

□「学生納付特例制度」
　学生の方は、ご本人の所得が一定額以下の場合、世帯主の所得にかかわらず保険

料の納付が猶予される制度です。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、

高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海

外大学の日本分校に在学する方です。

□「納付猶予制度」
　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料の納付が猶

予される制度です。

■　日本年金機構稚内年金事務所　☎ 0162 － 32－ 1941

国民年金のポイント

国民年金保険料のお支払い

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
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認知症地域支援推進員を配置しました！

　こんにちは。
　認知症地域支援推進員の亀田 絵里です。（福祉課包括支援係）
　認知症になっても住み慣れた環境で暮らし続けることができる
ように、ご本人様やそのご家族様をサポートします。

■認知症地域支援推進員の役割
　認知症地域支援推進員は、次のような業務を行います。

　・認知症の人やその家族の相談支援を行います。

　・町民の方に身近な病気として認知症を理解していただくための啓発活動を行います。

・認知症の人やその家族の状況に応じて必要な医療や介護等のサービスが受けられるよう、医療機関等関

係機関へのつなぎや連絡調整の支援を行います。

■相談窓口
　認知症に関することでお悩みの方や相談したい方は、遠別町地域包括支援センターにご連絡・ご相談くだ

さい。

【連絡先】
　遠別町役場 １階７番窓口

　遠別町地域包括支援センター（福祉課包括支援係）

　電話番号 ７－２１２５（福祉課直通）

　　　　　 ５－２１１４（テレビ電話）

北海道経済部・北海道商工会議所連合会からお知らせ
　「Go To Eat 北海道 お食事券」の有効期限が延長になりました。

　有効期限は令和４年２月２８日まで（令和４年１月３１日まで販売）

　１冊８, ０００円で、１０, ０００円分のお食事券が購入できます。（プレミアム率 25％）

【販売場所】　　稚内信用金庫　遠別支店

【登録店舗数】　北海道内約 7,700 店舗（遠別町内では、レストランメルヘン、コメドコロ の２店舗で使用可能です。）

詳しくは下記ホームページをご確認ください。

　　「Go To Eat 北海道キャンペーンサイト」  https://gotoeat-hokkaido.jp/

【電話によるお問合せ先】
「Go To Eat 北海道 お食事券利用者お問合せセンター」　☎ 011 － 350 － 5922

または、役場経済課商工観光係　☎ 7 － 2146（経済課直通）までお問い合わせください。
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通行規制区間への進入の危険性について
　冬に吹雪で見通しのきかない道路では通行止めの規制が実施されます。

　通行止め区間へ脇道から侵入すると、吹きだまりに衝突したり、車両がスタッ

クし孤立するなど、命にかかわる重大な事故に繋がる恐れがあります。

　大変危険ですので指定された迂回路のご利用をお願いします。

　なお、通行規制の状況は次のホームページで公表しています。

通行規制情報（北海道地区道路情報のページ）

https://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/RoadInfo/index.htm

■　北海道留萌振興局留萌建設管理部維持管理課　☎ 0164 － 42－ 8369

令和４・５年度「国有林モニター」の募集について
【募集人数】　４８名

【依頼期間】　令和４年４月から令和６年３月（２年間）

【依頼内容】　・国有林や森林・林業に関するアンケート調査への回答

　　　　　　・モニター会議（国有林の役割や現状等説明と意見交換、年１回）への出席

　　　　　　・現地見学会（国有林の作業現場の見学や体験、徒歩移動あり、年１回）への参加

【応募資格】　北海道にお住まいで、国有林に関心のある満１８歳以上（令和４年４月１日時点）の方。

※国会・地方議会議員、地方公共団体の長、常勤の国家公務員、林野庁ＯＢ及び森林・林業担

当の自治体職員は除きます。

【募集期限】　令和４年２月１８日（金）（必着）

【応募方法】　以下の必要事項をご記入の上、郵送・ＦＡＸ・メールのいずれかの方法でご応募ください。

（１）氏名（ふりがな）、（２）性別、（３）住所、（４）郵便番号、（５）年齢（令和４年４月１日現在）、

（６）職業、（７）電話番号、（８）メールアドレス（お持ちの方のみ）、（９）国有林モニターを知っ

たきっかけ（〇〇新聞、〇〇のホームページなど）、（１０）応募理由（１００字程度）

　　　　　　※ご応募いただいた個人情報は、国有林モニターに関する目的以外には使用いたしません。

【応募先】　　〒 064-8537　札幌市中央区宮の森３条７丁目７０番

　　　　　　北海道森林管理局　企画課　国有林モニター担当

　　　　　　（ＴＥＬ）011-622-5228　（ＦＡＸ）011-622-5194　（Ｅメール）h_kikaku@maff.go.jp

【選考結果】　・国有林モニターに選ばれた方には、令和４年３月末までに依頼状の発送をもってお知らせします。

　　　　　　・選考内容に関する情報は非公開とさせていただきます。

【その他】　　・会議、見学会の旅費・宿泊費については、国家公務員の旅費規定等に基づく額を支給しますが、

国有林モニターは無報酬となります。

　　　　　　・アンケートの回答、見学会等の様子はホームページや広報誌等で公表することがあります。

　　　　　　・林野庁や森林管理局の広報資料などを定期的にお送りします。

・個々のご意見、ご要望に対して個別に回答することはいたしませんので、あらかじめご了承

ください。
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屋根から落ちる雪や氷による危険防止などのお願い
　毎年、冬になりますと、屋根に積もった雪、氷、つららが落ちて、歩行者がけがをしたり、また、死亡し

たりすることが、しばしば起こっています。

　皆さんも、冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、冬期間の通行を円滑にし、事故を無くする

ため、特に、次のことに注意するようお願いいたします。

◆　屋根の雪、氷、つららが道路に落ちる建物には、これに伴う事故を避けるため雪止めをつけるようにし

てください。

◆　雪止めがつけてあっても強さが足りなかったり、針金などがさびついたり古くなったりして切れて落ち

ることもあるので、必ず点検して、悪いところがあれば早めに修繕するようにしてください。

◆　屋根の雪、氷、つららは、気温が上昇したとき、特にマイナス３度位からプラス３度位になったときに

落ちやすい状態となるため、そのようなときは、早めに落とすようにし、落とすときは歩行者や遊んでい

る子供などに十分注意するようにしてください。

◆　ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも危険であるため、付着した雪や氷の除去を行うよ

うにしてください。

　　また、落氷雪の除去の際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにしてください。

◆　軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意するようにしてください。

◆　軒下や道路では、子供を絶対に遊ばせないようにしてください。

◆　屋根から大量の雪が落ちたときは、直ちに事故がないかどうか確かめるとともに、歩行者の通行への影

響を避けるため、速やかに処理してください。

◆　交通事故・交通障害防止のため、屋根からの落氷雪や敷地内の積雪を道路に出さないようにしてください。

留萌開発建設部　留萌振興局　天塩警察署

『北方領土』特別啓発期間
◆北方領土返還要求署名のお願い◆

　戦後、沖縄や奄美大島、小笠原諸島が祖国に復帰

する中、歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島の北方

四島は未だ祖国に復帰することが実現していません。

　一日でも早く北方領土の返還を実現するべく、国

民一人ひとりの意思を署名を通じて反映させましょ

う。

　２月７日は「北方領土の日」です。
　また、１月２１日から２月２０日までを「北方領

土の日」特別啓発期間としています。

　期間中、役場１階ロビーに北方領土返還要求署名

コーナーを設置していますのでご協力よろしくお願

いします。

■　住民課生活広報係　☎ 7－ 2113

歯舞群島

択捉島国後島

色丹島
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ごみ焼き行為は法律で禁止されています！
・　家庭ごみの焼却にあっては、処理基準を満
たした焼却設備を用いて焼却することとされて
おり、ドラム缶や簡易焼却炉で燃やしてはい
けません。
　　また「野焼き」も禁止されており、直接罰
の対象となっています。

・　廃棄物の焼却禁止違反
→５年以上の懲役もしくは1,000万円以下の罰
金、又はこの併科。さらには法人等に対し
て3億円以下の罰則

・　風俗習慣、宗教上必要な焼却、農林水産業
を営むために必要な焼却等、法律で別に定め
られた焼却については罰則の適用から除外さ
れます。

※火災とまぎらわしい煙又は火災を発するおそれ
のある行為の届出書は役場へ行かず、直接消
防署で届出書を記載して下さい。

北留萌消防組合消防署遠別支署
☎　７－２１１９

消防支署から消防支署から 警察署から警察署から
冬道における交通事故の防止

ストップ・ザ・交通事故
～めざせ　安全で安心な北海道～

（１）余裕を持った運転を
　冬道は天候や道路状況により渋滞が発生し、目
的地までに時間がかかります。
　目的地までの天気や道路の状況を事前に把握し
て、時間に余裕を持って出発しましょう。

（２）スピードダウンと慎重な運転を
　冬道では、スリップによる正面衝突などの交通事
故が多発しています。
　特に日陰や橋の上、トンネルの出入り口は滑りや
すくなっていますので、スピードダウンと道路状況に
あわせた慎重な運転を心がけましょう。

（３）「急」のつく運転操作は危険
　急発進、急ハンドル、急ブレーキといった「急」
のつく運転操作はスリップにつながり大変危険となり
ますのでやめましょう。

（4）交差点に注意
　雪山で見通しが悪い交差点などでは、「車が来
ているかもしれない」、「歩行者が横断するかもしれ
ない」と予測して、徐行して安全確認を徹底しましょ
う。

（5）悪天候に注意
　吹雪や大雪など悪天候時の運転は、吹きだまり
や視界不良による立ち往生等の危険が伴いますの
で、不要な外出は控えましょう。

（警察本部交通部交通企画課）
天塩警察署　℡２‐２１１０
遠別駐在所　℡７‐２１１０

消防消防署ホームページ
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/shobo/
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さ
ん（
102
）（
３
　
区
）

瀧
川
ス
ズ
子
さ
ん（
92
）（
３
　
区
）

社
会
福
祉
協
議
会
愛
情
銀
行

富
士
原
洋
一
さ
ん
（
緑
町
）

か
づ
子
さ
ん
の
死
去
に
際
し

山
口
小
代
子
さ
ん
（
錦
町
）

利
明
さ
ん
の
死
去
に
際
し

越
谷
　
幸
男
さ
ん
（
錦
町
）

本
人
の
入
院
見
舞
の
お
返
し
を
廃

止
し
て
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※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

1月 （January）
15㈯

16㈰

17㈪ マナピィ・21 図書室休館

18㈫

19㈬

20㈭

21㈮

22㈯

23㈰ マナピィ・21 図書室休館

24㈪ マナピィ・21 図書室休館

25㈫

26㈬

27㈭

28㈮

29㈯

30㈰

31㈪ マナピィ・21 図書室休館

2 月 （February）
1 ㈫ 自動車運転免許更新時講習（天塩町）

13：00 ～優良

2 ㈬

3 ㈭

4 ㈮

5 ㈯
自動車運転免許更新時講習（豊富町）

13：00 ～優良
14：00～一般
15：30～違反

6 ㈰

7 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

8 ㈫ ひよこタイム（子育て支援センター　10：00 ～）

9 ㈬ 乳幼児健診（健康管理センター　診察開始10：30～）

10㈭

11㈮ マナピィ・21 図書室休館

12㈯

13㈰ マナピィ・21 図書室休館

14㈪ マナピィ・21 図書室休館

15㈫

町のカレンダー ２０２２

○　ごみに関するご不明な点は、『ごみガイドブック』をご覧いただくか、西天北五町衛生施設組合（☎５－1154）
又は住民課生活広報係（☎７－2113）にお問い合わせください。

曜日 月 火 水 木 金

種類 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ 資源ごみ全般

紙おむつ等・衣類等
生ごみ

ペットのふん 農村地区のみ５種類を全部
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　広報紙に掲載されている写真で、「画像データがほしい」と言う方がいらっしゃいましたら、役場１階生活広報係

までお越しください。

　ただし、あくまで個人用、保存用としていただける場合のみとさせていただきます。インターネット投稿やその

他掲示板等への掲載、その他の理由により、お渡しできない場合がありますのでご了承願います。（まったく関わ

りのない方や、遠別町に肖像権のない写真についてはお渡しできませんのでご了承ください。）

広報紙に載っている写真差し上げます広報紙に載っている写真差し上げます

皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和3年12月31日現在）

1333
日目

（令和３年12月31日現在）

人口

世 帯

●男   1,186人（－2）
●女   1,281人（－4）

2,467人
（－6）

1,287（－4）

法定相続情報証明制度のご案内　～旭川地方法務局からのお知らせ～
　相続手続では、お亡くなりになられた方の戸籍書類一式を、相続手続を取り扱う各種窓口に何度も出し直す必要

があります。

　法定相続情報証明制度は、法務局に「戸籍書類一式」と「相続関係を一覧にした図（法定相続情報一覧図）」

を一緒に提出することで、内容を確認した上で、法定相続人が誰であるのかを、提出された一覧図の写しに登記

官が証明して無料で交付します。

　法定相続情報一覧図を利用することで、お亡くなりになられた方の相続登記、預金の払戻し、

相続税の申告、各種年金手続などを行うときに必要とされる戸籍書類一式の提出が省略できます。

【電話によるお問い合わせ先】旭川地方法務局登記部門

　電話０１６６－３８－１１４６（直通）

　※受付時間　平日の午前８時３０分から午後５時１５分まで（年末年始・祝日を除く）

【手続の詳細】法務省ホームページ

　https://houmukyoku.moj.go.jp/home/content/001331397.pdf

　https://houmukyoku.moj.go.jp/home/content/001331399.pdf　※ホームページにもリンクを貼ってあります。

所得税の還付申告は

１月24日(月)から
受付を開始します。
（住民課税務係）　　

地域貢献活動に感謝！
　１２月１３日、地域貢献活動として役場車庫の看板撤

去作業を行い、公共施設の維持及び保全に貢献された三

村電機工業株式会社（代

表取締役 長山 政敏）様、

藤森電設株式会社（代表

取締役 奥山 光夫）様に

笹川町長から感謝状が手

渡されました。

遠別町へ寄附金
　漁港周辺施設の整備への協力御礼及び新型コロナウ

イルス感染症の影響により低迷した町内の景気活性化

のため、遠別漁業協同組合（代

表理事組合長 千葉 光悦）様か

ら１,500万円の寄附をいただ

きました。

　ご厚意に感謝し、有効に活用

させていただきます。ありがと

うございました。


